
議会報告会報告書 

開催日時 
平成２９年１１月１日（水） 

     午後７時００分 ～ 午後８時３０分 

開催場所 大東北公民館 

参加人数 

(議員・事務局除く) 
          ２８人 

出席議員   １ 班 
二村禮一 鷲山喜久 草賀章吉 松浦昌巳 

勝川志保子 富田まゆみ 榛村航一  

役割分担 

班 長 二村禮一 司会進行 榛村航一 

報告 富田まゆみ 
テーマ① 

(豪雨災害) 
松浦昌巳 

テーマ② 

(公共施設) 
勝川志保子 記 録 富田まゆみ 

受 付 鷲山喜久 受 付 草賀章吉 

報告に関する 

質疑 

 

テーマ① 

 

豪雨災害 

（質疑） （答弁） 

Ｑ 台風２２号（１０／２９､日）

で川が増水。付近の住民が怖いと言

ってきた。公民館に避難。 

川の水位が何㎝まで上昇したら危

ないという基準があるのか。 

 

 

 

 

 

Ｑ 自宅のすぐ横にある下小笠川

が増水して、危険となっても上流、

下流、両側には池もあり、どう対応

したら良いかわからない。 

また線状降雨帯に覆われた場合、避

難経路や避難場所はどうなってい

るのか？確保すべきである。 

自宅から南公会堂までは、途中低く

なっているところがある。どこを通

って公会堂まで行けば良いか？安

全な避難場所を設けて欲しい。その

計画はあるか？ 

 

Ａ 市内８カ所に水位センサーが

あり、市民に対して報告はあるが、

計測から報告まで１５分のタイム

ラグがあります。一時的に大量に

降った場合には１５分後の報告で

は危険であるので、行政と相談し、

良い方法を検討していきます(シ

ステムづくり)。水位の危険度周知

について、担当課へ伝えます。 

 

Ａ 避難する場所や避難方法は場

所により異なるため、担当課へ伝

えます。 

議員は皆さんの生の声・情報をい

ただき、それを行政に伝えること

が大きな役割のひとつです。 

 

 



 

 

意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 

Ｑ 住民が河川のことで困って市

へ相談しても、川によって市、県、

国と管理が分かれることが有り、管

轄が違うので受けられないと回答

されることがある。 

市民のために管轄を超えて働いて

欲しい。 

 

Ａ 参加者 

８割：確認できた      ← 

２割：確認できず 

（聞こえない等） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 災害時に市から避難所を開設

するように要請があるが“○○どこ

どこ“という個別の地区の開設要請

ではない。 

地元は川の水・土砂災害も含めわか

っているので独自に対応していて

市との連携がとれていない。 

地区ごとへの情報発信している

か？ 

Ａ 県議会議員なども含めた河川

改修のための団体をつくるよう働

きかけていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

Ｑ 台風２１、２２号において市

からの防災情報を同報無線や防災

ラジオで確認できましたか？ 

 

 

確認できない場合は、 

危機管理課で防災ラジオ等の交換

をお願いします。 

また、平時より動作確認をするよ

うにしてください。 

 

Ａ 市として、地区ごとへの細か

な情報は発信していないので、行

政と連携して細かな地区ごとへの

情報発信を検討していきたいと思

います。 



議会報告会報告書 

開催日時 
平成２９年１１月１日（水） 

     午後７時００分 ～ 午後９時０５分 

開催場所 大東支所 3 階市民交流センター 

参加人数 

(議員・事務局除く) 
         ７４人 

出席議員    2 班 
窪野愛子 山本行男 大石 勇 小沼秀明 

寺田幸弘 藤澤恭子   

役割分担 

班 長 窪野愛子 司会進行 小沼秀明 

報告 大石 勇 
テーマ① 

(豪雨災害) 
藤澤恭子 

テーマ② 

(公共施設) 
寺田幸弘 記 録 山本行男 

受 付 山本行男 受 付  

報告に関する 

質疑 

 

テーマ① 

豪雨災害に備え

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（質疑） （答弁） 

Ｑ 千浜小学校校庭の下に 1 級河

川の菊川の支線である高松川が通

っている。年一度、地域の奉仕作業

をしているが葦や他の草など刈っ

ている。小学校下流の千浜西地域で

はなぜか河川内の作業を業者に任

せて作業が遅れている。 

現地を見てくれると分かりますが

河川内に大きな草などが生い茂り

遅れているので何とかなりません

か? 

 

Ｑ 昨年８月に大雨が降り小笠老

人ホームの北側の所が大きく崩れ、

その後復旧工事をしたが同じ個所

が３回も崩れた。あまりにもお粗末

な工事ではないか。 

Ａ 現地を確認するとともに、担

当課に伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 当局からもこの件の説明を受

けています。 

また、担当課に今のご意見を伝え

ます。 

 

 



 

意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 

Ｑ 過日の新聞報道で市の行革審

の会長が突然辞任されたがどのよ

うに思うか。また、議会では継続し

て来年度も特別委員会として進め

る時に市民の声をどのように聞い

ていくのか。 

 

 

Ｑ 古い施設がまだ有ると聞くが

その中でアスベストに関連する施

設は有るのか。 

 

 

 

 

Ｑ 千浜東部の津波高が一番と聞

く、現在防潮堤を整備している事は

喜んでいるが津波時を防ぐに大事

なのは海岸の砂浜だと思う。近年こ

の砂丘がどんどん減っていて地域

では砂を入れている現状だ。 

今、進めている防潮堤工事には防潮

堤と砂防が別々に考えられている。 

これは一緒にして考えるべきと思

うので市への対応をお願いしたい。 

 

Ｑ 政務活動費が月１人２万５千

円、議員全員で年６３０万になる、

何を根拠に２万５千円にしている

のか。活動費が余り戻すようなら１

人の金額を少なくしたらどうか。 

 

Ａ 市と会長との間でマネジメン

ト等の進め方の違いがあって辞任

したと思う。議会としては、出来

たら来年度もこの特別委員会を設

置し事業調査をしていきたいと思

います。また、先進地の湖西市を

視察し、参考にしていきます。 

 

Ａ 市としては、市内の施設を調

査しており、知りうる限りでは無

いと思います。 

板沢の元福祉センターがこの問

題を含んだ施設です。予算処置も

してあり近く解体する予定です。 

 

Ａ 先日の大雨の時に地元議員も

区長さんと現地を視察しました。 

千浜東区の昨年設置した堆砂垣が

この雨で壊れました。 

このままでは今の姿が維持出来な

いので、防潮堤と共に砂防も含め

対応するよう、担当課に伝えます。 

 

 

 

 

Ａ １人当たりの活動費は以前に

は年額 36 万円でしたが、４年前位

に今の金額にしました。根拠は近

隣市に見習ったと思います。 

議員も政務活動費を使い調査研

究しています。以前、オンブズマ

ンから指摘がありました。その時

を教訓として裁判判例に則り取扱

指針を定め、実施しています。 



 

 

意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 

Ｑ 空き家の問題が他の市町でも

問題になっている。議会としてどの

ように考えているか? 

 

Ａ 議会としても、当然議論して

います。先進地事例などを参考に

行政に空き家対策を述べていま

す。 

日坂地区では、数世帯の方がリ

フォームされ移り住むようです。

農業民泊を始める方もいるようで

す。 

議会としても、地区まちづくり

協議会の皆様と空き家活用の議論

を深めていきたいと思います。 

 

第２次総合計画の中に空き家対策

の問題があります。 

民間の不動産や設計士の人たちと

協働で対策に乗り出しています。 

議会として、これに注視し応援を

していきたいと考えています。 

 



議会報告会報告書 

開催日時 
平成２９年１１月２日（木） 

     午後７時００分 ～ 午後８時３０分 

開催場所 原谷生涯学習センター 

参加人数 

(議員・事務局除く) 
         ３７ 人 

出席議員   １ 班 
二村禮一 鷲山喜久 草賀章吉 榛村航一 

松浦昌巳 勝川志保子 富田まゆみ  

役割分担 

班 長 二村禮一 司会進行 榛村航一 

報告 富田まゆみ 
テーマ① 

(豪雨災害) 
松浦昌巳 

テーマ② 

(公共施設) 
勝川志保子 記 録 富田まゆみ 

受 付 鷲山喜久 受 付 草賀章吉 

報告に関する 

質疑 

 

テーマ① 

 

迫り来る豪雨災

害に備えて 

（質疑） （答弁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 防災ガイドブックＰ37 による

と、公民館の東側は土砂崩れ、西の

田んぼは浸水すると記入されてい

る。 

長福寺から南側の守谷木材までと、 

読売カントリーから田んぼをはさ

んで原谷川までは、集中して降ると

心配です。小学校から富部川までの

土地は低く、台風 21 号ではそれ程

影響はなかったが、22 号の 3～4時

の大雨で富部川はかなり増水した。

九州豪雨のような降水量だったら、

どうなったかわからない。 

徳泉、曽我は浸水しやすく、川が集

まっているので、致命傷になる。 

 

Ｑ ガイドブックに記入している

人？→５人 

防災関連のＱＲコード取得してい

る人？→１３人 

家具の固定している人？→１１人 

台風 21 号の午前２時発令の避難

勧告を確認できた人？→９人 

 

Ａ 情報発信の仕方、情報受信の

仕方など様々な点について、行政

と検討していきたいと思います。 

また、市議会が行政と連携して、

ＱＲコードや家具の固定など、市

民の防災に対する意識改革も進め

ていきたいと思います。 



 

意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 

原谷～富部は被害が出るだろう。 

避難や普段からの備えを個人がや

るのは､当然であるが、行政として

原川にポンプを使って流してもら

えたら良いと思う。 

これまでの防災努力を２倍３倍に、

スピード感をもって取り組み、安心

感のもてるサポートをしてもらい

たい。 

 

Ｑ 集中豪雨により、細谷は水に浸

かる。西山区の原谷～西之谷までの

ところは、毎回孤立するくらいの状

態となる。原谷小に渡る道路は水に

浸かるので、修繕をしてほしいが、

大がかりな工事が必要となり、工事

費もかかると思うが検討してほし

い。 

 

Ｑ 土砂災害や土石流の心配なと

ころもある。台風 21 号では、午後

８時に避難準備情報が出され、自主

防は全ての場所を避難場所として

提供したが、皆いったん帰宅した。

その後、午前２時に避難勧告が出さ

れた。あの時間に情報が出されて

も、高齢者は避難できるのか。二次

災害の危険が伴う。的確な情報提供

をしてほしい。 

 

Ｑ 健康日本一に向けた提言のと

ころで、握力計・血圧計を設置して

いるので、まち協でも使ってほしい

と言っているが、各地区に設置する

考えはあるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 県議会議員・行政と一緒に期

成同盟会として、静岡県に伝えて

いきます。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 午前２時の時点で避難するの

は無理だったと感じています。議

会と担当課で避難情報の出し方等

を検討していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ まち協で使ってほしい、貸し

出しをしていると言っても、現在

の設置場所から自分の地区までの

貸し借りを考えると、面倒でなか

なかできないと思うので、担当課

に各地区に設置可能か、相談しま

す。現時点では、すぐに購入する

とは言えないので、まち協の予算

付けの中で購入するなど提案して

いきたいと思います。 



 

 

意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 

Ｑ 子どもや孫の世代にツケを残

さないことは大切であり、財政面で

大東・大須賀の統合はわかる。 

子どもは地域で育てることが大切。 

原田小は人数が少なく、原谷学園と

して小学校を統合するのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 言葉が独り歩きしている感が

ある。行政には、地域にもわかりや

すい説明をしてほしい。議会として

の進め方を地域にも説明しながら

取り組んでほしい。 

 

 

 

 

 

Ｑ 原谷学園だよりにも書いたが、

コーディネーターと一緒に沼津市

の小中一貫を視察に行った。沼津で

は、子どもの少子化が進み、複式学

級がきっかけで、小中一貫を 10 年

かけて実施した。原田小も 6年後に

は全校生徒が 50 人を切り、複式学

級にならざるを得なくなる。その状

況を知った市外に住んでいる地元

の親子は、帰って来られないと言っ

ている。 

Ａ スケジュールにあるように、

今年すぐに統合に動くわけではあ

りません。教育委員会の進め方も

考慮して、議会・行政それぞれが

考えて進めていきます。 

小中一貫を原谷・城東の二つで

進めるわけではなく、モデル地区

として検証しています。 

小中学校の建物の老朽化・人数的

な面を考慮して、子どもたちがよ

り良い教育を受けるためには何が

最善かが前提で、統合ありきでは

ありません。３年間の検証期間が

あるので、今後も意見をください。 

 

Ａ 議会として、公共施設マネジ

メント特別委員会を立ち上げ、原

谷中学校も視察しました。老朽化

した建物をどう直すか、小中一貫

が良いのか、他のやり方が良いの

か、小学校二つと中学校を統合す

るのがすべてではありません。ま

た、予算の削減がすべてではあり

ません。 

 

Ａ 一般的に小学校の生徒数は、

一校当たり 100 人、１～６年まで

の各クラス 15～16 人が少人数の

限界であると言われています。デ

ータ的には、一学年２クラスが理

想です。一クラス 10 人だと、男女

比のバランスが取れず、極端に偏

ることがあり、例えば、男女比が

８：２など。６年間この偏った状

態で過ごすことは良いことではな

いので、男女比が同じ状態が理想

です。二地区での３年間のモデル

期間に皆さんからの声も聞きなが

ら、進めていきたいと思います。 



 

 

 

意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 

Ｑ 掛川市内全体では、人口が微増

と言われているが、北部には森掛川

ＩＣがあるものの、周辺の開発は進

まず、宅地を進める形になっていな

い。人が増えるような対策を取って

ほしい。 

Ａ 開発が進まないとは、農地を

宅地化してほしいということでし

ょうか？ 

青地はなかなか宅地にはならない

のが現状です。農地や耕作放棄地

の青地を開発できるようにしてほ

しい、という意見を行政に伝えて

いきます。ＩＣの利便性を利用し

た人口増対策など、掛川市総合計

画に則って、次の 10 年間、人口増

に向け力を入れたいと思います。 



議会報告会報告書 

開催日時 
平成２９年１１月６日（月） 

     午後７時０５分 ～ 午後８時４０分 

開催場所 南郷地域生涯学習センター 

参加人数 

(議員・事務局除く) 
          ９６人 

出席議員  １ 班 
二村禮一 鷲山喜久 草賀章吉 榛村航一 

松浦昌巳 勝川志保子 富田まゆみ  

役割分担 

班 長 二村禮一 司会進行 榛村航一 

報告 富田まゆみ 
テーマ① 

(豪雨災害) 
松浦昌巳 

テーマ② 

(公共施設) 
勝川志保子 記 録 富田まゆみ 

受 付 鷲山喜久 受 付 草賀章吉 

報告に関する 

質疑 

 

テーマ１ 

迫り来る豪雨災

害について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（質疑） （答弁） 

 

 

 

 

 

Ｑ 防災に関して、森林整備促進以

外に土砂災害警戒区域などがある

が、危険地域が土地開発されてい

て、市はそれに対して何もしないの

か。（紅葉台）  

 

Ｑ 防災ガイドブックＰ16 に、初

動が大切であると書かれている。ま

た、情報をキャッチしていかに初動

につなげるか、との説明だが、地元

として具体的に何をすればいいの

か。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 防災ガイドブック記入済みの

方？→10 人 

ガイドブックのＱＲコード取得済

みの方？→20 人 

 

Ａ 担当課にご指摘の内容を伝え

ます。 

 

 

 

 

Ａ 自分の身は自分で守ることを

第一として、情報収集して行動し

てほしいと思います。同報無線や

防災無線、防災ラジオ等を確認し

てください。議会としては、情報

発信のあり方を検討していきま

す。携帯やテレビ・ラジオ等に情

報が出されているが、行政で一本

化して情報が出せるようにできれ

ばと考えています。行政は正しい

情報を早く出せるように、市民は

その情報を早くキャッチして早く

動くことが大切です。 



意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ２ 

公共施設マネジ

メントについて 

Ｑ 市内には多くのため池がある

が、その管理体制が不十分である。

きちんと管理・調査し、その報告を

してほしい。 

 

 

 

 

Ｑ 公共施設の老朽化で運営が賄

いきれない、行政が監督すると赤字

で、民間が経営すれば黒字となる。 

行政が運営すれば固定資産税はか

かってこないので、黒字になるのが

当たり前のはずである。償却や経費

をチェックする必要がある。 

 

掛川の活性化のためには、入って

くるもの（財政収入）をいかに多く

するか、支出をいかにカットしてい

くかである。 

 

Ｑ 秋田県では、秋田県産のお酒に

よる乾杯条例でまちが活性化して

いる。掛川でもお茶による乾杯条例

のようなものができないか。 

Ａ ７月の北九州豪雨で、朝倉市

のため池に土砂が流れて被害が出

ました。そうしたことを踏まえて、

行政ではため池について調査して

います。その調査結果をまとめて、

ガイドブック等に情報を反映させ

ていきたいと思います。 

 

Ａ 行政が運営すると赤字が出る

のは、使用料を上げられないのが

ひとつの原因であり、ネックとな

っています。 

また、民間委託すると競争力がは

たらき黒字となっています。 

ただ、すべての施設を民間委託

するわけにはいかないが、民間委

託できるところはしていきたいと

考えています。 

市には、償却会計がないので、こ

れを今後は検討していきたい。 

 

Ａ 栃木県那須塩原市は牛乳の生

産が本州一で、牛乳による乾杯条

例があります。掛川でもお茶につ

いて乾杯条例を制定するなど、お

もてなしができる体制をつくりた

いと思います。 



 

 

Ｑ ため池について検討するとい

うことだが、ため池は外から見ただ

けでは、危険箇所がわからない。池

の保水量や深さがあるかなど、調査

をしてほしい。（昔は池の底ざらい

等をしたが今はしなくなった） 

水抜きなどをしていないので、堆積

物がどれくらいあるかなど、調査し

てほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ お茶を飲む条例の制定は、とて

も良いことである。ごみ減量にマイ

バッグを利用する運動は、大きな効

果を生んだ。同様に、自分で飲むお

茶は自分で用意する［マイボトル運

動］を進めてほしい。 

 

Ｑ ９月議会で初めて議会傍聴を

して（２日間）、市の情勢がわかっ

た。一般質問は議員個人がやってい

るのか、議員同士で質問内容などを

相談しているのか。 

Ａ 掛川市は、県下でもトップク

ラスのため池の数がある。昔は水

がない所ということで、水の確保

を優先しなければならないという

歴史的な流れが掛川にはある。 

ため池は水を抜けばいい、という

ものでもない。水を抜けばヒビが

はいってしまい、維持することが

できなくなってしまう。時代が流

れ、大井川用水の利用により、た

め池の存在意義が昔とは変わって

きたかもしれないが、市内にある

200 以上のため池の存在を文化と

して残すことも大事である。 

予算の面からいうと、年１～２カ

所の補強のみとなっているのが現

状だが、防災上は水を今のように

おいた上で維持管理したい。 

そこに堆積している土やヘドロの

状態がどれくらいか、ひとつひと

つの池を担当課とチェックし、池

の下部に住む人が安心して暮らせ

るように対応していきたいと思い

ます。 

 

Ａ マイボトル運動は、進めてい

きたいと思います。 

 

Ａ 一般質問は、議員個人が資料

を収集し、勉強して質問事項を考

えて、市長や教育長に対して質問

するものです。代表質問は、会派

ごとに話し合って質問するもので

す。 



議会報告会報告書 

開催日時 
平成２９年１１月１３日（月） 

     午後 ７時００分 ～ 午後 ８時５０分 

開催場所 桜木ホール 

参加人数 

(議員・事務局除く) 
          ４７人 

出席議員   ２ 班 
窪野愛子 山本行男 大石勇 小沼秀朗 

寺田幸弘 藤澤恭子 榛葉正樹  

役割分担 

班 長 窪野愛子 司会進行 小沼秀朗 

報告 大石勇 
テーマ① 

(豪雨災害) 
藤澤恭子 

テーマ② 

(公共施設) 
寺田幸弘 記 録 榛葉正樹 

受 付 山本行男 受 付 榛葉正樹 

報告に関する 

質疑 

（質疑） （答弁） 

Ｑ 地区集会とは違うと聞いてい

るがあえて地区要望をさせてもら

う。 

道路整備と交通安全対策について

質問します。一つ目は、桜木中横断

線が細谷で止まっているが、進捗と

今後の展開を伺う。 

 

二つ目は、富部の踏切安全対策と吉

岡区の交通安全対策が進んでいま

せん。重大事故の発生を強く心配し

ている。地区集会でも要望している

が、県の予算もこのニ十年で半分に

なっていて中々厳しい状況である。

今後は土木事務所や県の事業も再

検討するなど残念な回答だった。そ

こで、今後は、桜木中横断線を交通

安全の観点などから広域的に考え

ていただきたく早期完成に向けて

議会のご理解をいただきたい。 

 

Ａ 交通量の多いことは理解して

います。議会としても現場は確認

していますが、今日のところは議

会に持ち帰って協議したいと思い

ます。今後は、県との絡みもあり

難しいとこもありますが、一緒に

優先順位をしっかり考えたいと思

います。 

 

 



 

 

 

意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 

Ｑ 行政評価システムの導入、そし

て引き続きの検討とあるが、いつ設

置されるのか？どういう観点、視点

で運用するのか？なぜこんなこと

を聞くかというと、以前、監査委員

会に市の税金の使い方について質

問した時に、事務局が検討しますと

いう答弁があった。後で担当の係に

事情を聴くとこれについては違法

性がありません、特に問題ありませ

んという回答であり国会答弁と変

わりがない、私は市民感覚で聞いて

いるはずだがそれ以上は調べてく

れない。今後どのような視点観点で

やるのか、そしていつまでにこれが

できるのか確認したい。 

 

Ｑ 当局と歩調を合わせて進めて

いくと言ったが、伝えたいことは緊

張感をもってやっていただきたい

ということ。 

 

Ｑ 水害について質問したい。 

以前、曽我地区で洪水警報が出たが

市としてはどのような対応をして

いるのか、この質問の背景は、排水

路がいっぱいになって住宅に侵入

しそうになった時に住民から苦情

があった。縦横１メートルの排水路

を翌日確認したら下流に泥がいっ

ぱいになっていた。下流が受け入れ

てくれないと水がはけないと思う。

様々な川を接続しているが下流域

の改善について聞きたい。 

あと、川の満水状況など住民はわか

らないので、市は、危険箇所の把握

など対策はしっかりやっているの

か聞きたい。 

Ａ 現在、特別委員会で検討して

います。内容については、コスト

削減、短期間での目標達成を掲げ

ています。まだ特別委員会でも検

討が始まったばかりであります

が、評価システムについては行政

と打ち合わせもしています。今後

も検討していきます。 

市の会計システムの変更が３年

後くらいに予定しているので、そ

の時に市議会が検討しているもっ

と見える化の中の行政評価を加味

しながらやってほしいということ

を特別委員会でも当局を交えて検

討しています。 

見える化は時代が求めていること

ですので、３年から５年の間には

やっていきたいと思います。 

それまでは、従来どおり各常任委

員長を中心にしっかりと行政評価

をしていきます。 

 

Ａ 川に近い方は心配していると

思う。これからは災害についてリ

アルタイムに情報を出していける

よう検討していきたいと思いま

す。期成同盟会など毎年点検して、

市、県と対応しています。今年は

豪雨が多く、県もたくさん補正予

算で対応しています。 

市民が各自スマホ等を利用して

情報をつかみ判断、行動できるよ

うに進めていきたいと思います。 

側溝に関しては、以前、利根川が

氾濫したときに大きな被害があり

ました。今後は、様々な被害も教

訓にして対応したいと思います。 

意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 



 

 

 特に最下流部の曽我地区は一番水

が集まり、決壊した時の被害は想

定しています。 

市議会としても静岡県に対応をお

願いしているところです。 

氾濫によって浸水の恐れがある二

瀬川の皆様、城北地区の皆様から

も多くの意見をいただいていま

す。 

水位に関しては、担当課で現状の

ものよりさらに高性能でリアルタ

イムに情報が得られる観測システ

ムがあるということなので対応し

ていきたいと思います。今回の議

会報告会テーマとして防災対策を

取り上げたということは、今後の

議員間討議、市長への提言に繋げ

ていくことができますので議会で

しっかり協議していきます。 



議会報告会報告書 

開催日時 
平成２９年１１月１７日（金） 

     午後７時００分 ～ 午後８時５５分 

開催場所 初馬会館 

参加人数 

(議員・事務局除く) 
         ７３人 

出席議員   ３ 班 
山本裕三 鈴木正治 野口安男 松本均 

鈴木久裕 藤原正光 嶺岡慎悟  

役割分担 

班 長 山本裕三 司会進行 野口安男 

報告 
松本均 

鈴木久裕 

テーマ① 

(豪雨災害) 
藤原正光 

テーマ② 

(公共施設) 
嶺岡慎悟 記 録 嶺岡慎悟 

受 付 鈴木正治 受 付 鈴木久裕 

報告に関する質疑 

 

迫り来る豪雨災

害に備えて 

（質疑） （答弁） 

Ｑ 先日の豪雨（１０月２２日）の

際に避難所を開設したが、大雨がど

のような被害を受けるか想像でき

なかった。どのくらいの雨で、どう

いう被害が起こるかというような

「見える化」を行ってほしい。 

 

 

Ｑ 倉真川にも水量計を設置して

ほしい。 

 

 

 

Ｑ ため池の説明がなかったが、静

岡県で 645 池ありそのうち掛川市

で 228 池と 35％も占める。ため池

のすぐ下に広域避難所がある地域

がある。もっと市当局と議論してい

ただきたい。 

Ａ リアルタイムでどういう状況

であるかということを共有できる

システムを今後皆様の意見を聞き

ながら市に提言していきたいと考

えています。 

 

 

 

Ａ 西郷地区の上屋敷に設置して

ありますが、県の管理であるため、

今後市とさらに連携するよう進め

ていきたいと考えています。 

 

Ａ ご意見を参考に市と議論を深

めていきたいと思います。 

 



意見・提言等 

 

公共施設マネジ

メントについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 

（意見・提言等） （対応） 

Ｑ 大東温泉シートピアやしーす

ぽ等で、ネーミングライツを取り入

れて維持管理費に充当していけば

と思うがどうか。 

 

 

 

 

 

Ｑ 学園化構想で小中一貫校を進

めていくということだが、議会の立

場としてどのように考えているか 

 

 

 

 

Ｑ なんでもかんでも指定管理を

と市は進めている部分があるが、お

金だけでは計れないものがある。市

民の気持ちを聞いて公共施設マネ

ジメントを進めてほしい。 

 

Ｑ 朝の放送で市歌だけでなく、毎

日ラジオ体操を流したらどうか。 

 

 

 

 

 

Ｑ 掛川市には 110 程度団地があ

るとのことだが、団地の問題も取り

上げてほしい。 

 

Ｑ 元気なお年寄りがボランティ

アをしてポイントを得て、それを自

分の介護で使うというような自治

体もある。参考にして是非効果的な

取組をしていってほしい。 

 

 

Ａ いこいの広場の野球場で検討

を行ったが、外側に企業名を出し

てということが出来ず、収益面で

見合った効果が得られないという

想定でありなかなか難しいと考え

ています。しかし、貴重なご意見

として今後、提言していくことが

できればと思います。 

 

Ａ 公共施設マネジメント推進特

別委員会では、教育委員会が小中

一貫校の考え方を今後調査研究

し、方向性が定まってから、学校

施設を考えていこうと思っていま

す。 

 

Ａ いままでの指定管理の導入時

も反対意見があり、大変な議論が

ありました。市民の皆様の代表と

して多くの市民の方々の意見を聞

いて進めていきます。 

 

Ａ なかなか難しいとも考えます

が、参考にしていきたいと思いま

す。掛川市では大人のラジオ体操

ということも進めているので活用

していくことができればと思って

います。 

 

Ａ 今後検討していきたいと思い

ます。 

 

 

Ａ 参考にし、取り組んでいきた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 



 

意見・提言等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（意見・提言等） （対応） 

Ｑ もっと若い人が議会の傍聴に

行けるように、休日議会も検討して

いけばどうか。 

 

 

 

 

Ｑ 一般質問の日程の情報が遅い

ので参加の都合がつかないことが

ある。もっと早く公表してほしい。 

 

 

Ａ 試行的に行っている自治体も

ありますが、あまり効果が上がっ

ていないところもあると聞いてい

ます。他自治体も参考にし、今後

検討をしていきたいと思います。 

 

 

Ａ 一般質問の内容が確定するの

が、本会議が開会した次の日とな

っています。それを変更していく

のも今後の検討事項としていきた

いと思います。 

 

 

 



議会報告会報告書 

開催日時 
平成２９年１１月２０日（月） 

     午後７時００分 ～ 午後８時４５分 

開催場所 掛川市役所４F 

参加人数 

(議員・事務局除く) 
              ７３人 

出席議員   ２班 
窪野愛子 山本行男 榛葉正樹 大石勇 

小沼秀朗 寺田幸弘 藤澤恭子  

役割分担 

班 長 窪野愛子 司会進行 小沼秀朗 

報 告 大石勇 
テーマ① 

(豪雨災害) 
藤澤恭子 

テーマ② 

(公共施設) 
寺田幸弘 記 録 榛葉正樹 

受 付 山本行男 受 付 榛葉正樹 

報告に関する 

質疑 

 

防災について 

（質疑） （答弁） 

 

Ｑ 逆川改修工事促進同盟会に、垂

木川改修の役員構成を教えていた

だきたい。あと、なぜ曽我地区の人

が役員に入っていないのか教えて

ください。 

 

Ｑ 市内河川状況確認ということ

で７か所ほど出ているが、この中に

なぜ倉真川が入っていないのか？

毎年、大雨、台風で床上浸水してい

る。 

水害対策についてはいつも地区要

望しているがいっこうに進まない。

この件について市議会としても要

望してほしい。被害写真をいつもあ

げているだけで地元の人はみんな

熟知している。地区の人は来るべき

災害を示して対応策をアピールし

てほしい。 

 

 

Ａ 垂木川に関しては存じ上げな

いが、地元の川に関係している人

が役員に入っていないということ

ですので、当局と相談して報告い

たします。 

 

Ａ なぜ倉真川に期成同盟会が無

いのか、当局に確認して報告いた

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 

Ｑ 仕事の関係で新潟県中越地震、

阪神淡路大震災に救援に行ったこ

とがある。この時に一番感じたのは

人命に関わるとっさの判断ができ

る人がいないということ。特に災害

現場では避難経路の見極めが必要

である。このような判断ができる人

材を市議会でも育成やバックアッ

プして欲しい。 

現在、工業団地を造成しているが、

今までの調整池で間に合うのか検

証してほしい。 

Ａ 現在、防災リーダー養成講座

を行っていて昨日も 44 名が２日

間研修をしていました。このよう

な方が地域の防災リーダーになる

ことは重要だと思っています。リ

ーダーになるには学び経験が必要

なので今後も地域で活躍できる人

材を育てていくように要請をして

いきます。 

調整池も大切な話であり、最近の

雨量はかなり多いので今後も検証

していきます。 



 

 

意見・提言等 

 

公共マネジメン

トについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他自由質疑 

意見交換 

 

（意見・提言等） （対応） 

 

Ｑ さんりーなの横に古い体育館

があり建て替えの時期ではないか

と思う。市の管轄ではないかもしれ

ないが民間の施設も併せて統廃合

や建て替えをすればそれなりの成

果が出ると思う。民間の施設も併せ

て建て替えの検討してみてはどう

か。 

 

Ｑ 良い話ばかりで掛川球場の話

が全く出てこない、どうお考えか。 

２、３年前にも話が出たがその後、

話が出ないし、今後の方向性が見え

ない。今年はプロ野球が来なかった

けど施設が古いから来ないのかと

勘繰ってしまうがその辺も含めて

どうお考えでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 少子化が社会問題になってい

るので公共施設の集約型や汎用性

が高い施設を作るような基本的理

念を議会でつくっていただければ

結果的に経費削減につながると思

う。 

 

Ａ 隣の体育館は存じ上げており

ますし、大会等でサブ練習場とし

て使用していることも把握してお

ります。貴重なご意見ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

Ａ 野球施設に関しては市長から

も市民の要望があると伺っていま

す。その中で現在も検討中であり

ます。この場ではこれ以上のお答

えができないのは残念ですが、ご

理解いただきたいと思います。 

 

議員からも一般質問で「いこい

の広場」の活用に関しては質問が

出ています。その時の教育長答弁

では、優先順位が高いものから対

応していくと言う答弁でした。市

民のみなさまも募金活動をしてく

れておりますが議会としても募金

活動の強化など、この議会報告会

後の討論会で協議させていただき

ます。 

 

Ａ 公共施設マネジメント推進特

別委員会でも先日視察で湖西市に

伺い、施設の評価評付けや今後の

計画の立て方を勉強してきまし

た。これから当局に提案する予定

ですし、今いただいたご意見も特

別委員会の中で提案させていただ

きます。 



 

 

 

意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 

Ｑ 茶エンナーレ成功の新聞記事

があった。市民からいろいろな意見

を聞いている。それなりの費用がか

かっていると思うので費用対効果

をしっかり検証していただき報告

いただきたい。 

Ａ まだ終わったばかりなので、

これから市議会としてもしっかり

検証します。様々な意見がありま

すが良い意見も多く聞いていま

す。次の定例会では、一般質問で

も取り上げている議員もいますの

で議会にも足を運んでいただきた

いと思います。トリエンナーレは

３年に一度なので市民にとっても

素晴らしいイベントになるよう

に、議会としてもしっかりチェッ

クしていきます。 

今度、総務委員会でも茶エンナ

ーレについて検証を行いますの

で、その結果をまたご報告させて

いただきます。 



議会報告会報告書 

開催日時 
平成２９年１１月２４日（金） 

     午後 ７時 ００分 ～ 午後 ９時 ００分 

開催場所 栄川中学校 

参加人数 

(議員・事務局除く) 
        ４３ 人 

出席議員    ３班 
山本裕三 鈴木正治 野口安男 松本 均 

鈴木久裕 藤原正光 嶺岡慎悟  

役割分担 

班 長 山本裕三 司会進行 野口安男 

報告 松本・鈴木 
テーマ① 

(豪雨災害) 
藤原正光 

テーマ② 

(公共施設) 
嶺岡慎悟 記 録 藤原正光 

受 付 鈴木正治 受 付  

報告に関する 

質疑 

迫りくる豪雨災

害に備えて 

（質疑） （答弁） 

 

Ｑ ソフトとハードがある。ハード

は金がかかる。システムの構築が 

わからない。介護を含む弱者をどう

守るかが重要。個人情報の扱いにつ

いて議会含めてどんな感じになる

のか。 

 

Ｑ 菊川改修期成同盟会は本当に

活動しているのか。 

 

Ａ 地元の方の協力必要不可欠。 

持ち帰って意見をまとめていきま

す。 

地元の力が必要で、支援方法を 

各地区で考えていただくことも必

要だと思っています。 

 

Ａ 掛川・菊川で同盟をつくり陳

情しています。菊川は、国の管理

河川であるが、県に任せたい考え。

予算を考えると国がやってもらわ

ないと、いろんな問題を解決でき

ないので、国でやってもらいたい

と考えています。 

大雨が降った時は危険性が高いた

め、危険個所については少しづつ

改修が進んでいる状況です。 

要援護者の問題は、まち協、区長

会、民生委員と協議をし、進みつ

つあります。地区によって温度差

はありますが、議会としても検討

していきたいと思います。 

 



意見・提言等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設マネジ

メントについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（意見・提言等） （対応） 

Ｑ どこの課が担当か。 

 

 

 

Ｑ 豪雨災害に関して、広域避難所

が栄川体育館。選挙と重なり、支部

員５、６人いるが女性２名が対応。

地震・土砂崩れの避難には有効だ

が、大雨の避難所としていいのか。 

57 年の大雨にはグランドまで水が

入っている。小学校は裏に山を背負

っているため避難所難しい。大雨の

広域避難所は有効なものがない。 

状況によって避難所とならない。 

その対応を検討してほしい。 

 

Ｑ 小中一貫推進計画の中で、教育

の観点と学校再配置で案が出てい

る。公共施設マネジメントの話合い

で、学校に関しては教育委員会に委

ねるのか。 

 

Ｑ 教育の観点はそれぞれある。施

設について財政的見地、大変だと分

かる。偏って統合していくに聞こえ

る内容だ。地域を維持する中核施設

としての観点から議論するべき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 維持管理課です。要望はでき

ますが、河川改修は国が進めます。 

 

 

Ａ 広域避難所について、すべて

の災害に対応できていないという

ことであるが、対応していくよう

担当課に伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 特別委員会では、教育委員会

の小中一貫校の調査研究の状況を

みて判断します。モデル校として

城東地区、原野谷地区で調査研究

が始まっています。３年間で調査

研究を行ってその状況をみて考え

ていきます。子どもたちの教育に

とってどういったものがいいか、

これから議論を重ねていきます。

その中には維持管理の公共マネジ

メントの考え方は入っていませ

ん。お金だけでなく教育・地域と

して学校施設は重要な位置づけで

すので、地域にも入っていただき

検討していきます。 

 

原野谷で一貫教育について、市

の指定で検討を行っています。小

中の施設を一緒にしてしまう場

合。施設は別で一貫でやる考え。

一緒でも別々。最終では市が決定。

教育については教育委員会。最終

的には地区の意見を聞いての協議

を行う予定です。それぞれの意見

を聞いてやっていく方向になって 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 推進計画の中でソフト・ハード

ありますけど、学校再配置の案が

2,3 あるのでその中で柔軟に選択

できるようにしていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ これから議論をしていくが、ど

れくらいの人が議論に入っていく

のか。他市では高校生も含めてマネ

ジメント、ワークショップとか開い

て行われているが、これからの世代

の意見も取り入れていただきたい。 

ここに来ないと知らない情報、幼稚

園のお母さんの話題になってもい

いもの、優しい公共マネジメントの

話合いの出来る働きかけをしてい

ただきたい。 

 

Ｑ 小中一貫のパブコメ 175 の意

見 65 人、議会の中でどのように活

用されて、どのような話がされてい

るのか知りたい。 

先日の 6月定例会、小沼議員の質

問で、適正化に対する市長の答弁

で、高齢者は反対抵抗、子育ての世

代は 2 クラスとか多いところを希

望していると発言。 

まち協の中で、地域を創ろうとして

いる時に、若い世代を含めてみんな

が助け合って生きていこう、暮らし

 

います。今、調査している段階。

今度第 1 回目が開かれ、３年くら

いありますので段々検討が進んで

いきます。地域の要望も十分取り

入れて進めるように言われていま

す。 

 

Ａ 小中一貫校の議論におきまし

ては、幼稚園、乳幼児の保護者、

保育園、小学校のＰＴＡから意見

を伺うことになっています。勿論

地区の役員にも入っていただい

て、学識経験者が何人か入り、大

体 30 人の協議会で、様々な方に意

見を伺っていきます。提案された

高校生の意見も必要だと思いま

す。 

 

Ａ 様々な人から意見を伺う機会

をと、平成25年から今年5回目で、

どういったことを目的にどういう

方に知っていただくような機会に 

と議会報告会の在り方含めて再検

討の声もあります。おっしゃって

いただいたご意見も踏まえなが

ら、今後、形を変える中で、より

ご意見の伺える報告会、市議会の

在り方を検討してまいります。 

 

 

Ａ パブコメにつきましては、出

ているのは承知していますが、ま

だ委員会の方で、それについて協

議はしていません。今後小中一貫

教育３年かけて考えていきます。

スタートしたところです。これか

らまた皆様のご意見頂戴いたしま

して考えていきます。頂いたご意

見は委員会に反映させていただき

ます。 

 

 



ていくにはどうしたらいいだろう

そういう観点から、ひとつの地域を

若い世代と切るようなことを捉え

ていいのか。まち協が考えている地

域がより住みやすい地域づくりの

学校の在り方を幅広い視点で地域

とやっていかないといけない思う。 

 

Ｑ 掛川バイパスの複線化の関係

について、昨年磐田と袋井バイパス

が複線化。現在東部のスマートバイ

パス工事、聞いたところだと、その

後藤枝、最後が掛川地区。東部から

朝、掛川地区へ入ってくる車が多

い。逆に夕方、東に向かう車、渋滞

多い。掛川バイパス複線化がどんな

風に議会で話されているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 健康日本一、基本条例の中で実

現させた。在宅医療叫ばれている。

在宅医療推進員という表現がある。

具体的にどのような方が推進員か。 

どういうような事を進めれれるの

か。 

 

 

 

Ｑ これから増やしていくのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 掛川バイパスは非常に混雑し

ています。袋井バイパスが完成、

袋井の渋滞が掛川に溜まっている

状況です。島田バイパスも進行し

つつあり、大井川橋も架かる話が

あります。国の考えは、袋井バイ

パスは袋井バイパス。島田バイパ

スは島田バイパス。掛川バイパス

は掛川バイパス。独立して考えが

進んでいます。バイパス期成同盟

会を作って他の市も一緒になって

掛川バイパス整備の要望をしてい

きます。 

要望していくにあたって、ただ混

雑するから整備してくれでは難し

いので、経済効果等を重点に話を

していかなければと思っておりま

す。 

大池インター、アピタ増床計画、

中々進んでいないが、できると

益々混雑しますので、周辺市町に

協力願いながら進めていきます。 

 

Ａ どのような資格をもった方が

なるかは分かりませんが、希望の

丘に２名います。地域の開業医が

在宅医療を進めるうえでの手伝

い、間接的なサポートをするサポ

ートデスクのような役割を果たし

ております。直接的な在宅医療を

する方ではありません。 

 

Ａ これからどういう風な発展を

していくかは、確認が取れていま

せん。大事な仕事なので、引き続



 

 

 

Ｑ 大東温泉シートピアの維持費

が掛かる。収入はあるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 2,700 万円払って、尚且つ入場

料を貰っているってことか。 

大東じゃないので言いにくいが、観

光施設に無理にこんなお金、維持費

掛かり過ぎている。他のものならい

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

き在宅推進の為に働いていただき

たいと思っています。 

 

Ａ 収入はあります。年間 20 万人

来場。運営しているユアーズさん

に毎年指定管理料をお支払いして

います。指定管理料の中で、運営

費もいただきつつ何とかやってい

る状況です。自主自立運営費だけ

で、運営が出来ているわけではあ

りません。プラスαとして管理料

を掛川市からお支払いして何とか

まわっています。 

 

Ａ貰っています。おっしゃりたい

ことは分かります。 

民間の温泉は自立で運営している

施設も多い。その観点から言うと

少しそういうことはあります。 

そもそも大東町時代に、町民の健

康福祉を願って作った施設という

前段階があります。その流れを引

き継いでいる状況です。ただ、今

の運営状況に関しても、今後何ら

かの変更、可能性は考えていかな

ければならないと思っています。

維持管理修繕費等も、今回報告し

たとおり、プアスアルファ修繕費

も乗っかって来ます。ここに関し

て特別委員会の中で十分に議論し

て、このままの状況ではいけない

だろうと言うことで、ここは委員

会でも一致をしたところです。じ

ゃその方法としてどうしていく

か？民間に譲渡していくのか？廃

止してしまうのか？もっと大きく

民間に開発してもらって、ちゃん

と利益を上げてもらうのか？様々

な選択枠があります。今その点に

関しては、特別委員会の議員間討

議を通して、充分に議論をさせて

いただいておりますが、中々答え

は出ておりません。ただこれはし



 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 数年前に日坂小で 40 代の女性

が倒れてＡＥＤを使って救命の例

がある。ＡＥＤの重要性を目の当た

りにした。1 年後、東山で 70、80

代の年配者が倒れた。ＡＥＤが東山

にはない。あれば助かったかも。セ

ンターに設置してない。地区まちづ

くり協議会で話題になったが、設置

にあたり維持管理、年間いくらか出

さなければいけない。話を詰めてい

くであろう。命を買うにあたって、

東山地区では少ない。1人あたりの

払う金額が、他地区の人口の多いと

ころに比べて負担が大きくなって

しまう。各小学校中学校には設置さ

れているであろうと思う。人口の少

ないところについては負担になる。

その辺今後、先ほど健康寿命とかあ

ったが、そちらに目を向けていって

いただければと思うが。 

 

 

Ａ いちご会の福祉バス事務局を

やっているので、皆さんにお知らせ

しておく。バスにはＡＥＤ載せてい

る。管理会社が持っており、リース

で 3,000 円/月という契約である。 

協和医療機器。一般には販売はで

きないと聞いている。セコムと契約

している。3,000 円/月 

５年契約。３年経つと勝手に送られ

て交換。パットも自動的に送られて

くる。そんなにお金は掛からない。 

一度も使っていない。地区運動会の

本部に持っていくこともやってい

っかりと期間を決めて決断をして

いかなければ、10 年で 10 億円と

いう額が掛かってくるものですか

ら、しっかりとした決断を出して

いかなければならないという時期

が近付いている事は間違いないと

いうことだけ申し添えます。 

 

Ａ 命の大切さというところだと

思います。地域に集まるところに

は必要。私も蘇生術とか勉強して

いますが、どんどん機種が新しく

なっていきます。最新なものを使

っていくことが必要です。今まで

10 年でバッテリーが寿命で、そろ

そろ買い替えが必要な地域もあり

ます。そういった部分で近くにな

ければいけないので、行政にも要

望していきます。一番大切なのは、

機械があっても使える方たちが、

いなければいけないので、普及す

るような団体で地元の声、講習で

あったり研修であったり、機械と

地域の皆様方が一緒に進んでいく

体制を整える方向になればよいと

思います。 

 

 

 

 

 



 

る。訓練は 1回/年決められている。

いちご会で消防署にお願いして訓

練やっている。説明によると蓋を開

ければ誰でもできるというが、実際

には訓練を受けないと使用できな

い。講習も必ず 1 回/年行い、今年

で４年目。 

事務局長まで相談していただけれ

ば。 

 

 

 

 



議会報告会報告書 

開催日時 
平成２９年１１月２７日（月） 

     午後７時００分 ～ 午後８時５５分 

開催場所 大須賀市民交流センター 

参加人数 

(議員・事務局除く) 
         ５１ 人 

出席議員 ３ 班 
山本裕三 鈴木正治 野口安男 松本均 

鈴木久裕 藤原正光 嶺岡慎悟  

役割分担 

班 長 山本裕三 司会進行 野口安男 

報告 松本均・鈴木久裕 
テーマ① 

(豪雨災害) 
藤原正光 

テーマ② 

(公共施設) 
嶺岡慎悟 記 録 鈴木久裕 

受 付 鈴木正治 受 付 野口安男 

報告に関する 

質疑 

公共施設マネジメ

ント 

 

（質疑） （答弁） 

 

Ｑ 各施設の集約が不可欠とあり、小

中学校の集約が取りざたされている

が、正直に効率化という観点で推進し

てほしい。 

 

 

 

Ｑ 問題山積する中、今後は市議会議

員は選挙区内の家庭訪問をお願いした

い。家庭へ赴けばいろいろな話が出る

と思う。 

湖西市議と交流があるが、家庭訪問

しその結果を議会で発表し合い良くな

ったという。掛川も見習ったらどうか。 

 

Ｑ 横須賀高校の統合問題はどうか。

廃校となれば横須賀は火が消えたよう

になる。 

 

Ａ 教育施設は 44％を占めていま

す。小中一貫教育については、教育

委員会が教育的観点から検討してい

る。今後は市議会としても、公共施

設マネジメントという観点も踏まえ

つつ取り組んでいきます。 

 

Ａ 議会として広く市民の声を聞い

ていきます。家庭訪問については是

否はあります。区長や組長はじめ地

域の皆さんと話し、幅広く意見を聞

く方向で進めたいと思います。 

 

 

 

Ａ 議会報告会開始後に出たことで

あり、議会報告会での議論の用意を

していません。今度の一般質問で地

元議員が取り上げるので、聞きに来

てくれたらと思います。 

 



 

意見・提言等 （意見・提言等） （対応） 

Ｑ 中東遠総合医療センターの人間ド

ックは、胃カメラや直腸カメラがオプ

ションとなっている。標準にならない

か。 

 

Ｑ 災害関連で 西大谷と東大谷の間

にある養鶏場は大規模で、大雨時には

一旦水が出る。水位のシミュレーショ

ンは調べられないか。議会も動いてほ

しい。 

 

Ｑ 水道関連で、大須賀の豊富な水を

どう活用していくのか。かつて議会か

ら市への提言はどうなったか。今答え

られなければ支所を通じて教えてほし

い。 

 

 

Ｑ 横須賀高校の統廃合に私は反対

だ。廃止は人口減少を加速させる。考

えてほしい。生徒が地域の福祉活動に

参加するなど地域への貢献度が大き

い。 

 

Ｑ 都市計画税の使途は。他の事業等

に使われているのではないか。 

Ａ ご意見があったことを担当課に

伝えます。 

 

 

 

Ａ 持ち帰らせていただきます。 

 

 

 

 

 

Ａ 大井川広域水道企業団の責任水

量制については、企業団への負担金

が少し減る方向で、実を結んでいま

す。大須賀区域内の２つの水源は、

廃止したのではなく、維持していま

す。 

 

Ａ お気持ちはわかります。議会と

して議論を詰めていないので、今後

議論を進めていきたいと思います。 

 

 

 

Ａ 市民の皆さんにいただいている

よりも多くの費用を投じています。

一般財源等も充当しながら、都市計

画事業を実施していますので、ご理

解をいただきたいと思います。 


